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朝比奈　誼略歴
1933 年 1 月 4 日 東京市麻布区飯倉（現，東京都港区）に生まれる
1953 年 10 月 大学入学資格検定（東京都）合格
1954 年 4 月 東京大学教養学部文科 2 類入学
1957 年 4 月 東京大学文学部フランス文学科進学
1960 年 3 月 同卒業
1960 年 4 月 東京大学大学院人文科学研究科修士課程（仏語仏文学
専攻）入学
1962 年 3 月 同修了（文学修士）
1962 年 4 月 同博士課程入学
1963 年 3 月 同中途退学
1963 年 4 月 東京大学文学部助手となる（65 年 3 月まで）
1965 年 4 月 立教大学一般教育部講師（文学部・大学院研究科兼担）
となる
1967 年 7 月 日仏文化協定に基づくフランス語夏期研修に参加のた
め渡仏（68 年 9 月まで）
1969 年 4 月 立教大学助教授となる
1976 年 4 月 同教授となる
1976 年 5 月 立教大学学生部副部長（79 年 9 月まで）
1980 年 9 月 在外研究員として渡仏（81 年 8 月まで）
1982 年 4 月 総長室調査役（88 年 3 月まで）
1991 年 4 月 在外研究員として渡仏（92 年 3 月まで）
1991 年 5 月 日本フランス語教育学会理事（96 年 3 月まで）
1992 年 4 月 学位授与機構特別専門委員会専門委員（98 年 3 月ま
で）
1994 年 5 月 フランス政府より Palmes académiques（教育功労賞）
受賞
1995 年 4 月 立教大学大学教育研究部（一般教育部から改組）部長
に選任される（98 年 3 月まで）
立教学院評議員（98 年 3 月まで）
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1997 年 4 月 実用フランス語技能検定試験審査委員長となる（現在
にいたる）
1998 年 3 月 立教大学を定年退職する
1998 年 4 月 帝京平成大学情報学部教授となる（現在にいたる）
財団法人フランス語教育振興協会副理事長となる（現
在にいたる）












1977 年 『事典現代のフランス』同上，増補版 1997 年







1962 年 「史実との関連で見たモンテルランの『ポール = ロワヤル』」
（修士論文）
1963 年 「モンテルランの『ポール = ロワヤル』」 「フランス語フラ
ンス文学研究」2 号
1970 年 「マラルメ『イジチュール』」（共同研究，その 4 執筆）「明治
学院論叢」169 号
1972 年 「辻潤―憑かれた国の異邦人」 「別冊経済評論」





1975 年 「モンテルランの『ポール = ロワヤル』(2)」 「立教大学フラ
ンス文学」5 号
1980 年 「大杉栄訳『昆虫記』考」 「季刊現代文学」22 号
1982 年 「モンテルランの『ポール = ロワヤル』(3)」 「立教大学フラ
ンス文学」12 号
1984 年 「書くということ―ある修道女の場合」 「季刊現代文学」
29 号
1985 年 「ジャンセニスト考」 同上 30 号
1985 年 « Correspondance méconnue ― la Mère Angélique de
Saint-Jean et la mort » Chronique de Port-Royal No. 34
1991 年 「修道女の未刊書簡―一組の師弟をめぐって」 「立教大学
フランス文学」20 号
1992 年 « Les deux Angélique de Port-Royal » Chroniques de Port-
Royal No. 41
1997-8 年「名訳に学ぶ」（「ふらんす」白水社に 24 回にわたり連載）
(3)  翻　訳
1968 年 ミュッセ『中短篇集』（世界文学全集 18 所收），筑摩書房
1973 年 シャプサル『作家の声』 晶文社
1973 年 シャプサル『作家の仕事場』 晶文社
1974 年 ルドゥレーダ『ダイアモンド広場』 晶文社
1975 年 モンテルラン『ポール = ロワヤル／イスパニア枢機卿』（世界
文学大系 72 所収）筑摩書房
1993 年 「ジャクリーヌ・パスカルの手記」（メナール版パスカル全集
第 1 巻所収）白水社
（朝比奈　誼編）
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